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1.はじめに 
 
 言語学における言語研究の方法はますます新しく，ますます精密になっており，その成果は文学研
究にとっても大きな意味をもつはずである。文学研究に対して現代言語学の経験と正確で一義的な分
析方法を利用した理論構築を目論むことは，文学研究の切実な課題のはずである。その実，言語研究
と文学研究の協働は決して容易でなく，十分な条件が整っているようにも見えない。文学研究者，文
芸批評家はその主たる関心を文学芸術の内容に向けるのであって形式に向けるのではなく，言語研究
者の興味は言語の形式記述に集中するのであるから，やむを得ないことであろう。 
 現代台湾文学を巡る言語と文学の研究状況もその例外ではない。台湾言語の研究者が台湾文学の作
品を題材に取上げることはあっても，それはあくまでも話し言葉の構造や歴史の解明するため，分析
概 要 
 王禎和の小説についての文芸批評，文学研究は多くあるが，その使用言語について分析したも
のはあまり多くない。小論は，現代台湾の言語を概観し，高位言語たる台湾の「国語」（標準中
国語）の成立とその現状を分析し，然るのち，王禎和文学の言語面での特色を観察して，多くの
言語的特徴の中でも否定辞「莫」を用いた否定文の重要性を指摘した。王作品はもちろん「国語」
を著作言語に採用したものであるが，作品中の「莫」字句を収集して整理した結果，王作品の「莫」
字句はその母語，台湾語をベースとしていること，「国語」と台湾語のどちらもから解読できる
よう工夫されている例も少なくないこと，形成されつつあった台湾式「国語」の実際使用に目配
りしていることなどを見出した。但し，それらがどのような芸術的効果を挙げているかについて
は考察の対象としなかった。  
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記述するための研究資料としてであって，文芸研究を通じて現代台湾の言語のあり方，行く末を見通
そうとするためのものでもない。言語研究が記述的立場を守ろうとする以上当然のことといえる。 
戦後，台湾の「ことば」は激しい変化の過程にある。標準「国語」もいわゆる「方言」もみな然り
である。激烈な変化は当然小説を始めとする文学言語にも浸透する。それは「郷土文学」の興隆とい
う文学批評の観点から説明できるかもしれないが，自分たちの操る言語に根をもたない作品でなけれ
ば，いくら端正な標準語の著作とはいえ，そもそも一般の読者に受け入れられない。 
 使用される言語と文体という角度から現代台湾小説作品群を見ると、おおまかに以下のように分け
られる。 
 １）純正な標準「国語」によるもので，白先勇，王文興，張系国など比較的初期の外省人世代のもの。 
 ２）「国語」をベースとし，会話部分に適宜「方言」を混ぜて地域の味わいを出しているもの。黄 
春明，王禎和，陳映真，楊青矗，王托など台湾を代表するほとんどの作家の作品。 
 ３）地の部分を「国語」とし，会話の部分は出来る限り「方言」で表現しようとした作品。東方白 
の長編「浪淘沙」（部分）など，極めて少数。（1） 
 ４）「方言」だけを用いて，「国語」に依らないもの。黄勁連，林央敏，陳雷，顔信星などの台湾語 
による作品。（2） 
 この内，２）が台湾現代文学の主流をなすわけであるが，いずれにしろ現代台湾小説にといってど
のような言語による叙述形式を用いるかということは文学技法上無視できず，それがまた台湾文学の
独自性をなし，魅力ともなっているのである。ただ２），３），４）のような作品群は，台湾という小
さな島国の独特な「国語」，「方言」に通暁していなければその郷土的雰囲気や心の動きを旨く捉えて
味読するのが難しい。言い換えれば他国の文化の下にある読者を獲得できるグローバルな文学として
受けいれられることの難しい文学であって，些か皮肉を込めていえば，やはり「郷土」文学でしかあ
りえないわけである。 
 叙述形式として，あくまで「国語」ベースの下，さらに複数種の言語，方言（発音，語彙，文法の
各面に現れる）を組み合わせて芸術効果をあげようとするやり方はすでに台湾現代小説の一大特徴と
なっている。なかでも，王禎和は異種言語を取り入れて作品の芸術効果を高めることに腐心した作家
の最右翼で，小説中，登場人物（多くは台湾人）の対話，独白はもちろんのこと，いわゆる「意識の
流れ」を多用するため、地の文の「国語」および作中人物の「国語」と台湾語の語彙・表現が混然と
なって現れる。それは文学上の技法として採用されたやり方には違いないが，実は，現在進行しつつ
ある台湾の新しい「国語」の様相を一定程度反映しており，王禎和の「文」は現代台湾言語主流たる
新「国語」という「ことば」を根っこに持っているというのが，私見である。言い換えると，王禎和
小説の言語基礎はバイリンガル現象でもなく，コード転換現象でもない，混合言語としての「国語」
にあるということである。 
 小論は「話しことば」の視点から台湾文学の文学言語の性格を探ろうとするひとつの試みである。
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そのため，王禎和小説に現れる多様な言語技工うち最も特殊かつ使用頻度の高い否定辞「莫」を取り
上げ，その語法機能を標準「国語」と台湾語の用法に対比分類し，その多彩な様相の観察を通じて，
その言語的基礎が台湾社会の一般的言語使用状況と符合するものであることを明らかにしようとする。 
 
 
２．現代台湾の言語 
 
 第二次大戦の後，台湾は国民党政府の統治下に入った。1945 年 10 月，国民政府は台湾省行政長官
公署を設置して陳儀を長官に任じ，全台湾の統治事務を開始させた。翌 46 年 4 月行政長官公署教育
処の下に台湾省国推行委員会が置かれ，大陸で「国語」の普及推進し当たってきた言語教育専門家，
文化政策専門家，言語学者等が委員に任命され「台湾省」での国語普及に当たることとなった。主任
は著名な音韻学者魏建功，副主任はこれも著名な教育学者何容。委員及び実務担当人員は実際に渡台
して任務に当たることもあったが，名義のみで大陸に残ったものもあったし，短期滞在で交代し大陸
に引き上げた委員も少なくなかった。しかし，「推行委員会」の策定した言語政策の方針の基幹は日
本語の撲滅と「国語」の強制普及というもので，これは 1949 年の国民党台湾撤退以降も一貫して変
わることはなかった。ただ，それまでの「国語」を普及させて方言の自然消滅を図るという方針から，
強圧的な方言使用禁止，方言撲滅の方針に転換したことが大きな違いである。この言語政策は「国語」
教育として，おもに学校教育および社会人教育を通じて実行に移され，特に初等中等教育の場で徹底
して行われた。数十年来の実践の結果，その成績は極めて良好で，今世紀の初頭にはおそらく 90％
以上の台湾人が程度の違いはあっても「国語」を理解し，操ることができるようになった。（3）台湾省
はまさしく「国語」普及の模範「省」となったわけである。 
 このような目覚ましい成績の一方で，台湾人・原住民の言語方言が手酷いダメージを受けたことも
事実である。最初期，接収任務のため中国大陸から台湾に渡った中国人達は大陸中華民国の官員を始
めとする高級人士に限られ，かれらのコミュニュケーション言語は「国語」なわけで，台湾の言語を
操れる人は当然少なかったであろう。（4）たとい役所，軍隊，学校等公的機関では「国語」が使用され
たとしても，一般の台湾人の生活言語は台湾語，客家語，原住民語もしくは日本語であり，インテリ
の知的生活においても日本語，台湾語使用から脱することができていない。例えば作家が作品を書く
際に，まず日本語で発想し日本語で文章を練り，それを更に中国語文に直すというようなやり方をす
ることが珍しくなかった。（5）台湾作家が直接中国語文で自由に作品を書くようになったのは更にひと
つ下の世代からである。かくして台湾は日本の「国語」に代って中国の「国語」が社会言語学でいう
ところの高位言語となり，台湾本来の言語が低位言語となって，新たな二重言語社会に入っていった。
初めは二種の言語を旨く操れる人口は少数派であったが，「国語」政策の進展につれて「国語」を操
れる台湾人は急速に増加していった。要するに，台湾社会は，多くの人人がみずからの母語のほかに，
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学校教育を通じて身につけた第二言語「国語」によってコミュニケーションする社会となったのである。 
 ところで異種言語どうしのこのような接触・衝突はそれぞれの言語に深刻な影響を与え，新しい変
化をもたらし，その結果新しい異種言語を発生させる。台湾ではそのような現象は自分たちの母語に
発生したのみならず，高位言語たる「国語」にも発生し，新しい「国語」を生み出した。現代作家は
方言による純粋な方言文学ではなく，「国語」に頼って作品を作らなくてはならない。享受者に受入
れてもらえる作品を提供するためには，「国語」はあまりに純正であっては難しい。よって，ふるさ
との人々に受けいれ可能な「国語」―――新しい国語の表現形態を模索したのである。 
 
３．台湾の新しい「国語」 
 周知のごとく，現今台湾では中国語といっても様々な訛りのそれを耳にすることができる。そして，
訛りのあることばを話してもお互いのコミュニケーションに差し障りがない，その程度の訛りなので
あり，それが台湾の「国語」の実体である。それは今では台湾人の多数によって使用される強勢言語
となっている。この言葉は台湾においてこの数十年の間に形成されてきたので，これを仮に台湾「共
通国語」と呼んで，純正の標準語から区別することとする。よって，台湾に行われる「国語」はおお
まかに以下の３つのタイプに分けることができる。①標準「国語」，②共通「国語」，③台湾「国語」
である。①はいわゆる正しい中国語で，これを話す人々，あるいは話される場面はそんなに多くない。
テレビ・ラジオのアナウンサーやコメンテーター，教師，高級インテリ，児童生徒，学生といったと
ころが考えられる。③の「台湾国語」は②の「共通語」とは別のものである。この「台湾国語」の担
い手は純粋な台湾「省」籍の人々で，「光復」後に青少年期を迎えたので，「光復」後の正規の学校教
育を受ける頃には母語台湾語の訛りと言語能力を完全に身につけていた世代である。学校教育で習得
した「国語」は，母語の影響を強く受けた一種のピジンに近いものであり，したがって、年月ととも
に次第に聞かれなくなっているアクセントである。②の共通「国語」は，上は政治家，公務員から下
は経営者，一般サラリーマン，商店員などの都市住民を中心に，さらに農村部まで広い民衆層によっ
て担われる。これは基本的に話し手の省籍と無関係であることに注意しなければならない。もともと
は大都市台北においていろいろな省籍の児童生徒たちが小中学校で席を同じくして教育を受けるこ
とによって自然に形成され，広まった言葉であって，ひところ台湾の一部の言語研究者たちはこれを
「台北国語」と呼ぶことがあった。（6）都会生活においてはすでに共通語として通用しているので，一
般の台湾人はこのような言葉を「標準語」（すなわちいわゆる国語）と見做す傾向があるが，それも
当を得ていない。また。①の話し手も非公式な場面，実生活においては②に切り替えて話すことが多
い。このような共通「国語」の発音面における特徴を思いつくままに挙げると，１）巻舌音が弱化し
ていること，（7）２）声母 n-音と l 音を明確に区別しないこと，３）声母ｆ-音を hu-で代替すること，
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４）韻尾-n と-ng を明確に区別しないこと，５）第２声と第３声の区別が曖昧になること，６）軽声
をほとんど用いないこと，７）韻尾 r 音（いわゆる児化）をほとんど用いないこと等々，要するに，
標準中国語に存する北京音的特色からの大幅な逸脱に他ならない。また，上のような特徴はすべて閩
南語の干渉の結果であるというのは必ずしも正しくなく，中国語南方諸方言や南方の人々の話す南方
官話（8）の特色が様々に影響していると見るべきであろう。先の放送関係者，小中学校の若い先生，
京劇や相声の演者，あるいは外国人相手の中国語教師，ひいては北京出身の外省人といった本格的な
北京的調子を湛えた標準「国語」の話し手はますます減少しつつある。というのも，現代台湾社会で
は純正「国語」が必要とされるような社会的場はすでに要求されなくなっているからで，其のこと自
体，台湾言語政策の「成功」と台湾の社会的成熟を表すものであろう。 
 もちろん標準「国語」から派生した現代台湾の「国語」の特色は音声面にのみ見られるものではな
く，語彙面でも多量の台湾語語彙が流入してすでに「国語」の不可欠な構成要素となっている。例え
ば，「鶏婆」（おせっかい），「牽手」（家内），「芭樂」（番柘榴），「土豆」（落花生）など本来の中国語
には無かった単語が流入し安定して用いられている。（9）さらに，文法面でも新しく発生し受入れられ
ている現象がまま見られる。たとえば，「你有沒有看完那本書？」(あるいは「那本書你有沒有看完？」)（10），
「你要有了沒？」，「你吃飽了還沒？」，（それらの答えとしての「有啦！」），「你不行用跑的！」など
元来標準中国語にはない表現が受入れられている。これらがたとい標準語から逸脱した表現形式であ
るとしても台湾の話し手を困惑させ、あるいは誤解されることはない。そして，このような語彙，語
法は小説などを始めとする書き言葉に流入するに至っている。 
 このような「国語」と方言の混合形式は 70 年代に興隆した「郷土文学」に始まり，台湾社会の現
実を描く技法として発展してきた。方言的語彙語法を混合して，なおかつ読者が遅滞なく読むことが
でき，かつ違和感を感じさせないためには，作家の文学的力量もさることながら，享受者の側もまた
言語的に受け入れ可能になっていなければならない。これが台湾郷土文学作品の一面であった。 
 
 
４．王禎和の文学 
 
 王禎和は 60 年代初めから 90 年台の初めまでの約 30 年間，小説を中心に活躍した作家である。至
って寡作の作家で，20 数篇の作品のうち，長編 2 篇，中篇 2 篇を除いてあとはすべて短編小説であ
り。ほかには映画のシナリオ 2 本を含む 7 本の劇作が残されているのみである。批評家，研究家の間
ではモダニズム作家，リアリズム作家，郷土文学作家など評価の定まらない作家であるが，「自分の
生きる社会を創作の主たる対象として，農村や地方を舞台に農民や下層階級を多く取り上げて小説を
書き,70 年台初頭に注目される郷土文学」（11）という観点からすると，本人の意に染まないとしても，
やはりかれは「郷土」的な作家なのであろう。 
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 王禎和小説が「郷土」的であることの大きな原因は，取り上げられた舞台，人物が「郷土」である
ことのほかに，その作品中で縦横に駆使されている「ことば」にあると思う。「王禎和の場合は方言
や言葉のくりかえしなど，言葉にかかわる問題は大きなテーマ」（12）であるという指摘は心強いが，
一方で，かれの小説は「台湾語でもなく，北京語でもなく」，「大量に方言を使用するが，しかしこれ
らの方言は必ずしも実際生活の中の方言ではなくて，かれの鋳造を経た文学語言に基いている」とい
う指摘もある。（13）「鋳造を経た文学語言」とはとどのつまり，ことばをあれこれ捻くり回すかれの独
特の言語趣味のことに外ならず，その作品の多彩な「ことば」の操作が挙げる芸術的効果については
確かに研究の余地がある。（14）逆に，小説言語の基礎にある実社会の「ことば」がどのようなもので
あるかを研究しておく必要もあろう。言語が単なる意思疎通の道具ではないとすれば，「ことば」か
ら乖離して技巧に走るのみでは「郷土」を旨く表現して読者の共感を得ることも叶うまい。王禎和の
小説がたいへん読みにくい原因のひとつは明らかに「台湾語でもなく，北京語でもない」という言葉
にある。このような言語が一定の社会的基礎をもっていることは先に指摘したが，問題はこれを文学
言語にまで高められるかというところにある。 
 
５．王禎和小説の言語 
 王禎和作品は「国語」をベースとして，幾種類もの言語・方言を取り込んでいる。登場人物の社会
的立場，身分，教養程度，エスニシティーの違いまで書分けている。しかし，取り入れられた言語の
うち最も重要な要素はやはり台湾語である。台湾語要素の採用は作品によって違いがあるものの，例
外を除いて多かれ少なかれ出現する。台湾語は 75％以上の台湾人の母語であってみれば，また王禎
和自身も台湾語のネイティブ・スピーカーであってみれば，それは当然のことである。その作品の典
型的な描写は，たとえば， 
 黑肉雞 1一個，我怎會看上伊 2囁 3！伊年歲又那麼大!看上伊，神經 4呢!----天地良心,我莫有 5講伊的
奶 6比你的好看哦 7!我只講伊的奶夭壽 8膨風 9,大得驚死人 10,向美國番婆仔 11,這樣會比你好看嗎?講正
經的,有誰的奶比過你哦!不大不小，就像麻豆文旦柚-----好好好,ㄇㄞˋ12講ㄇㄞˋ講!（『玫瑰玫瑰我愛你』
p.85） 
 1. 黑肉雞 -bah-ke，日本語の「お化け」 
  2. 伊 i，三人称単数人称代名詞。王禎和はこれを女性にのみ用いる。 
  3. 囁 ne，語気詞，台湾人は「国語」でも常用する。 
  4. 神經 sin-keng，罵語，気違い！ 
  5. 莫有 bô，中国語の「沒有」 
  6. 奶 leng，ここではおそらく台湾語発音をしている。 
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  7. 哦 ô，語気詞。台湾人は「国語」でも常用する。  
  8. 夭壽 iáu-siū，罵語，糞ったれ！ 
  9. 膨風 phòng-hong，膨らんでいる。「夭壽膨風」で「くそでかい」 
 10. 驚死人 kiaⁿ-sí-lâng，びっくりする。 
 11. 番婆仔 hoan-pô-á，西洋人の女性にたいする蔑視語。 
 12. ㄇㄞˋmài，禁止を表す。「ㄇㄞˋ講ㄇㄞˋ講」で「言うな，言うな」。 
このような文章を読み下すということになれば台湾の読者にとってもけっして読みやすいものでは
なかろう。但し，いささか品がないことを別にすればこの程度の表現は日常茶飯事だとも言えなくも
ない。 
 以下，王禎和小説中の特色ある表現形式を簡単に紹介する。 
１．人称代名詞は，「我,你(妳),他(她),我們,你們,她們」が基本的に用いられるが，三人称女性を指す場
合に限って「伊」が現れる。閩南語 i を取り入れたものであろうが，魯迅など戦前の作家の用法を
受け継いでいる可能性も否定できない。 
２．親族，他人への呼称は台湾語独特の用法が多く用いられている。例えば， 
 父：爹,阿爹,爸,阿爸,老爸,爸爸(たぶん台湾風に pa-pá と発音される) 
 母：娘,阿娘, 
  祖父：阿公,奧紀尚（日本語のおじいさん） 
 祖母：阿馬,阿嬤,阿媽,婆婆 
  姉：阿姊 
  兄：大兄,阿兄,哥哥（たぶん台湾風に kó-kò と発音される） 
 弟：弟弟(たぶん台湾風に tí-tì と発音される。『老鼠捧茶請人客』では祖母が孫を ti-tî のように呼
びかけている） 
 目上：頭家,先生.またその妻を頭家娘,先生娘.年配の女性を「歐巴桑,奧巴桑」 
  他人の子供：囝仔兄（お坊ちゃん） 
 先輩格の男性：阿尼基（日本語の兄貴） 
 見知らぬ女性：查某官 
３．ほとんどの作品に台湾語語彙が多量に用いられる。（15）例えば，「查某（おんな）,囝仔（こども）,
頭路（しごと）,所在（ところ）,過身（死ぬ）,有影（ほんとうに）,見笑（はずかしい）等々，枚挙
にいとまがない。 
４．外来語の多用 
 台湾語にはもともと日本語由来の外来語がたくさん混じっており，それらを頻繁に活用する。例え
ば，「紗米司（サービス），康米相（コミッション），搭苦兮（タクシー）など，日本語の外来語。
また，阿殺利（台湾語では「きっぱり」の意味。埋卡ㄍㄟ（前掛け）,殺米西（さみしい）,一及棒
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（いちばん）など非外来語の日本語も多く混じる。 
５．助詞「底」の多用 
 1910 年代から 20 年代にかけての中華民国時期「国語」には助詞の「的」，「底」，「地」を書き分け
る習慣がまだ残っていた。所有格には「底」を用い，形容詞的語尾には「的」を用い，副詞的語尾
には「地「を用いるのが原則であった。例えば， 
   科學底分析 the analysis of sicence 
   科學的分析 scientific analysys 
   科學地分析 analyzes scientifically（16） 
しかし，所有を表す「底」は台湾の「国語」も含めて現在の中国語では用いられていない。王禎和
小説ではこの「底」字が大量に使用されるが，上の原則によって使い分けられているわけでもない。
時に「底」が宛てられ時に「的」が宛てられて，文法上の使用規則が見出だせない。例えば，「辛
先生底腿」，「辛先生的腿」と両用されるし，「後來觀察伊和同學言笑融洽底,----」のように本来「的」
を使うべき個所にも現れる。閩南語助詞 ê の複雑な用法と関連するのかもしれないがはっきりしない。 
６．「款」字の多用。 
 王禎和小説には「這款」,「那款」,「這一款」,「這款樣」」といった形式が頻出する。このうち，
台湾語の表現と符合するものは「這款（このような）,那款（そのような）」で，chit-khuan2, 
hit-khuan2 に相当する。例えば，「住那款遠,時間又這款急(あんな遠くに住んで，時間もこんなに
せいているのに)。「這一款」は,「這款」の変形かもしれないが，台湾語ではあまり聞かれない。「怎
麼會這款樣!」の「款樣」などは中国語にもおそらく存在しないであろう。「同款啦,統是乞丐生意(同
じさ，みな乞食商売だ)」など，「同款」もしばしば現れるが，これは台湾語の kāng-khóan（「同じ」
の意味）に読み替えられるであろう。（17）」 
  
６．王禎和小説中の「莫」字句分析 
 ここにいう「莫」字句とは，「現街上再莫有人賣這款古色的東西了」に現れる「莫」字を使用した
文のことである。王禎和の作品にはこのような文が非常にたくさん現れ，その用法も多様である。今
回調査した 18 篇（2 篇のシナリオを含む）では 600 個所以上の「莫」字句を見出すことができた。（18）
それらを発音，語義，語法の観点から分析し，その依拠する言語・方言を推察した結果，以下のよう
に纏められることがわかった。 
 １）台湾語として理解すべき表現 
 ２）「国語」として理解すべき表現 
 ３）「国語」，台湾語いずれでも理解できる表現 
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文学的技巧が縦横に施されているので，「国語」であるのか台湾語であるのか，判断に苦しむ文例も
多々ある。しかし，その多くは「国」台混合の一形式であると考える。ただ，台湾語で読むと理解し
やすいものが多いというのも事実である。（19） 
 
１）台湾語として発音し理解すべきものは以下のとおりである。 
a.台湾語 bô 
莫,你要多少？(人生歌王 p.144) 
莫，安囁好莫？(素蘭小姐要出嫁 p.58) 
心情要放輕鬆，莫，是配不起來哦！(素蘭小姐要出嫁 p.63) 
莫,你要多少？( 人生歌王(電影)p.215) 
 以上の，「莫」は感嘆詞で，「じゃあ，それでは」の意。「国語」に転換することはできない。 
莫啦！黑白亂講！（兩隻老虎 p.196） 
 この「莫」は単用されて「いいえ」の意。 
好像鴨子聽雷咧，半絲都聽莫 !（兩地相思 p.14） 
我怎麼一句都聽莫？（玫瑰玫瑰我愛你 p.71,167） 
聽有莫!（玫瑰玫瑰我愛你 p.151） 
小林說怎麼都聽莫（美人圖 p.168） 
你聽莫？(玫瑰玫瑰我愛你 p.164) 
你聽有莫？(玫瑰玫瑰我愛你 p.173) 
 この「莫」は動詞の後ろに置かれてその動作行為が不可能であることを表す。「聽莫」は「聞こえ
ない」。「V＋有莫」はできるかどうかを示す疑問形式。 
b.台湾語 bô（転調して bō） 
呵！我根本莫要緊⋯（鬼、北風、人 p.7） 
有影呢！莫影我會死！（人生歌王 p.71） 
莫菜(素蘭小姐要出嫁 p.61) 
記憶力七老八十得這款樣，也是莫法度（那一年冬天 p.162） 
連搬動一絲絲也莫法度（老鼠捧茶請人客 p.25） 
你既然說這話莫趣味,那就不講（玫瑰玫瑰我愛你 p.89） 
莫要緊啦！（玫瑰玫瑰我愛你 p.86） 
實在莫法度！（玫瑰玫瑰我愛你 p.90） 
我就莫法度了！（玫瑰玫瑰我愛你 p.131） 
那就莫法度啦！（玫瑰玫瑰我愛你 p.147） 
有影莫要緊？（玫瑰玫瑰我愛你 p.154） 
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莫菜!實在莫菜！（大車拚 p.94） 
莫要緊（美人圖 p.61） 
還看這莫路用的書（美人圖 p.25） 
反正開訓典禮只聽人演講,也莫趣味（玫瑰玫瑰我愛你 p.160） 
 上の「莫」字は台湾語では固定したフレーズとして使われており，無理に「国語」に転換して使う
ことはほとんどない。それぞれ，「莫影」は「本当ではない」，「莫要緊」は「大丈夫」，「莫菜」は「も
ったいない」，「莫法度」は「仕方ない」，「莫趣味」は「面白くない」，「莫路用」は「役に立たない」
の意。 
雖然一面也莫識見過（嫁妝一牛車 p.76） 
錢若還是莫寄到⋯（兩隻老虎 p.212） 
莫意思，完全莫意思！（那一年冬天 p.163） 
阿乞伯還是柔和地說要是沒帶身份證莫關係啦！（那一年冬天 p.171） 
莫意思啦！莫意思啦！（那一年冬天 p.171） 
那就拜託先生替我這個莫尫的女人，講一個公道⋯（伊會唸咒 p.31） 
娘，你的便當呢？有莫準備你自己要吃的便當？（香格里拉 p.186） 
娘從來莫看報紙（香格里拉 p.206） 
阿爸，實在莫時間（人生歌王 p.137） 
今日我姑丈莫惦在厝裡⋯（兩地相思 p.17） 
連半隻老鼠也莫落網（兩地相思 p.21） 
我得了絕症了！莫醫啊！（兩地相思 p.29） 
你莫聽到，你莫有聽到嗎？（兩地相思 p.120） 
你在想什麼？我問你幾聲都莫聽到！（兩地相思 p.143） 
你真的莫稀罕（玫瑰玫瑰我愛你 p.51） 
到現在我連滴水都莫喝過哩！（玫瑰玫瑰我愛你 p.162） 
    以上のような例は「国語」の「沒有」（～ではない，～しなかった）に転換可能なものであるが，
前後関係から台湾語に読めばよく通じる。 
去潘(風光一下)一次都莫夠 ! (人生歌王【電影】p.216) 
前面的陽台才那麼半截，曬領棉被都莫夠哦！（老鼠捧茶請人客 p.19） 
給這麼一點？！買四果拜公媽都莫夠 !（素蘭小姐要出嫁 p.70） 
莫要緊（美人圖 p.61） 
呵！我根本莫要緊（鬼、北風、人 p.7） 
只要素蘭能夠好起來,我們多吃點苦是莫要緊的（素蘭要出嫁 p.74） 
莫要緊啦！（玫瑰玫瑰我愛你 p.88） 
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張得那款大,像個隧道口,莫好看哪！（美人圖 p.66） 
簡底講莫好看，拔了去（嫁粧一牛車 p.86） 
平常時便擾叨你們太多，莫好意思再攪鬧（五月十三節 p.112） 
此地熟人到處，莫好意思（三春記 p.61） 
直借里長的厝住，莫好意思（人生歌王 p.137） 
叫阿嬤真莫好意思，坐立都難安的（老鼠捧茶請人客 p.17） 
你媽咪莫好意思講，就派你爸爸來啦！（老鼠捧茶請人客 p.17） 
莫好意思啦！（玫瑰玫瑰我愛你 p.90） 
 以上の例は，「国語」であれば，「不」となるはずであるが，台語では一貫して bô で発音される
（実際には転調して bōまたは bò となる）。例えば「莫要緊」は国語の「不要緊」に当たり，台湾語
の bô iàu-kín に当たる。 
c.台湾語 bô（文末に置かれて疑問を表す） 
你吃過飯莫？（永遠不再 p.137） 
我吃飽莫？我吃飯莫？講起來就火大！（玫瑰玫瑰我愛你 p.83） 
你看公道莫？（永遠不再 p.138） 
國銘，跟爸回家去好莫？（永遠不再 p.146） 
我說錯了什麼話莫？（永遠不再 p.155） 
剛才吃飯，我說錯了什麼莫？（永遠不再 p.155） 
看！都六點半啦！娘，你吃飯了莫？（香格里拉 p.184） 
安耶知莫？（人生歌王 p.106） 
我安囁講，你聽有清楚莫？（素蘭小姐要出嫁 p.47） 
安囁好莫？（素蘭小姐要出嫁 p.58） 
莫亂翻書！莫亂翻書！聽到莫？！（那一年冬天 p.162） 
我的話,你們聽到莫？聽到莫？（那一年冬天 p.174） 
還搶辯莫？！還搶辯莫？！（那一年冬天 p.177） 
阿嬤這款做，都是你自己惹出來的，你知莫？（老鼠捧茶請人客 p.16） 
阿嬤現在就去把土豆糖找來給你吃‐給你吃，好莫？（老鼠捧茶請人客 p.18） 
安囁你歡喜莫？（老鼠捧茶請人客 p.18） 
有要緊莫？（兩地相思 p.124） 
有煙莫？（玫瑰玫瑰我愛你 p.20） 
 これらの「莫」字句は疑問文で，中国語の「嗎？」あるいは「了嗎？」に当たるものである。台湾
語でも bôが弱化して，いわゆる軽声 boで発音される。但し，最初の２例は bōeが弱化した軽声 boe(be)
で発音されることも多い。 
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d.台湾語 m ̄ 
你還莫知哦！(玫瑰玫瑰我愛你 p.154) 
莫知他考得怎麼樣？(香格里拉 p.197) 
莫知ㄒㄡ？(人生歌王 p.106, ㄒㄡは台湾語の感嘆詞 hiò) 
你莫知意思是什麼？(玫瑰玫瑰我愛你 p.169) 
不過時機未熟,我都按兵不動,假仙莫知(美人圖 p.63) 
 国語「不知」は台湾語では必ず m ̄-chai の形式をとるので，上例は，「国語」なら「不」，台湾語
なら m ̄（但し転調して m ̀）である。 
e.台湾語,mài あるいは m ̄-hó 
莫這款樣！莫這款樣！（寂寞紅 p.120） 
快莫這樣說（五月十三節 p.100） 
娘，快莫這樣說！快莫這樣說！（素蘭要出嫁 p.104） 
窗子莫攏總開（三春記 p.70） 
阿姊,莫用傷心。（伊會唸咒 p.73） 
莫再開玩笑了（兩隻老虎 p.187） 
莫到將來本收不回不打緊還得賠錢出去！（兩隻老虎 p.193） 
莫亂翻書！莫亂翻書！聽到莫？！（那一年冬天 p.162） 
莫這款亂翻，行不行？（那一年冬天 p.174） 
莫伊娘這款無頭無腦。（寂寞紅 p.81） 
你莫跑！你莫跑！你算清了賬再跑！（寂寞紅 p.103） 
莫要這款想。（兩地相思 p.29） 
你莫要來管，我自有主張。好，我就莫管（五月十三節 p.126） 
莫要這樣講，請莫要這樣講（玫瑰玫瑰我愛你 p.71） 
你莫要來管，我自有主張。好，我就莫管（五月十三節 p.126） 
莫再夢想要做什麼歌星啦！(  人生歌王 p.88) 
莫再嚕囌啦！ (嫁粧一牛車 p.76) 
莫再害怕了！莫再害怕了！(老鼠捧茶請人客 p.37) 
阿尼基,莫再講這些了啦！ (玫瑰玫瑰我愛你 p.39) 
莫再黑白講啦！(玫瑰玫瑰我愛你 p.93) 
 上例のようなものは台湾語 mài または m̄-hó に転換可能である。mài は「～するな，～するには及
ばない」の意味の禁止を表す副詞であり，m̄-hó（弱化して mo`）もほとんど同義であるが，「～す
るのはよくない」のように語気は多少柔らかい。上例を見ると「莫」一字で「国語」の禁止を表す「不
要，別」の意味に使われるものもあれば，「莫要」としてその意味を表しているものもあり，どのよ
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うな使い分けがなされているのか判断に苦しむ。 
f.台湾語 bōe(bēと発音する地方もある） 
錐古錐啦！莫歹看啦！（玫瑰玫瑰我愛你 p.229） 
勤於書信，倒是莫歹呀（那一年冬天 p.159） 
一面耳力拼盡了，還是聽莫得（三春記 p.69） 
伊男人過去底時候，小全還莫滿三歲呢！（香格里拉 p.181） 
凡事著意志要堅定,才莫給人來批評（人生歌王 p.125） 
 台湾語の bōe は「できない，ありえない」表す助動詞である。「国語」の「不會」に相当する。 
 
２）「国語」で発音すべきものは以下のとおりである。 
a.国語「不」 
上面寫什麼，我又莫知道，我不敢亂蓋章。（伊會唸咒 p.26） 
現代的企業觀念一點芽都莫知道，哼！(五月十三節 p.119) 
趕快！趕快！莫要遇上鬼（鬼、北風、人 p.26） 
有錢便當歸鴨去，一生莫曾口福得這等（嫁粧一牛車 p.72） 
莫再怕三更半暝鬼來（嫁粧一牛車 p.75） 
房子給風颱唏哩嘩啦災慘到這一款，莫如賣掉，⋯（伊會唸咒 p.23） 
你若吃了，莫要二天就有聲了。（人生歌王 p.102） 
 以上のような「莫」字句は後に置かれる言葉から押して，どうしても中国語「不」としか理解でき
ないものである。例えば，「知道」は台湾語の単語としては馴染まないので，否定詞としては「不」
が適切であり，「不知道」と読むべきである。 
b.国語「沒有,沒」 
捉影子地莫有可能啦！（美人圖 p.34） 
我一仙錢也莫有取走（美人圖 p.29） 
想都莫有想一下他就跟我說（玫瑰玫瑰我愛你 p.94） 
昨天莫有,今天有，是唔是？（玫瑰玫瑰我愛你 p.147） 
還莫有？（玫瑰玫瑰我愛你 p.83） 
更會引人心疑到必定首尾莫有乾淨的（嫁粧一牛車 p.81） 
面試那日適巧家裡莫有米粒一顆剩著（嫁粧一牛車 p.87） 
也再莫有元氣去建樓造房！（五月十三節 p.119） 
只吃了一碗飯的樣子，酒也莫有喝（五月十三節 p.123） 
莫有！（香格里拉 p.186） 
准考證有莫有帶在身上？（香格里拉 p.192） 
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這幾天我忙得放屎都莫有時間（寂寞紅 p.119） 
醫生講莫有怎麼樣！（兩地相思 p.27） 
你莫聽到，你莫有聽到嗎？（兩地相思 p.120） 
伊都莫有聽見（兩地相思 p.143） 
椅子都還莫有坐熱呢！（人生歌王 p.119） 
莫有什麼聯絡（人生歌王 p.119） 
實實在在一點能力也莫有了（素蘭要出嫁 p.102） 
我莫有用，我莫有用，我實在莫有用啊！（素蘭要出嫁 p.109） 
去溝仔尾，統方便啦!就是漏氣(不行)也莫有人知（素蘭小姐要出嫁 p.55） 
兩個哦？!王先生莫有講是兩個人（素蘭小姐要出嫁 p.60） 
你媽咪也莫有問你還吃了什麼，你竟雞婆到這款！（老鼠捧茶請人客 p.17） 
一塊也莫有剩！（老鼠捧茶請人客 p.18） 
莫有錯，果然是伊自家！（老鼠捧茶請人客 p.20） 
莫有趣味？（玫瑰玫瑰我愛你 p.89） 
 上例のような「莫有」は王禎和小説中において夥しく現れる（約 650 例中 190 例）。「莫有」は
中国語の用法における「沒有」であろう。これをもし無理に台湾語に読もうとすれば（台湾語では普
通は bô-ūのような言い方はしないので）「莫有」２字で一音節 bô（台湾ふつうは「無」の字が当て
られる）と読まなければならず，かなり無理がある。王禎和がことさら「莫有」2 字で表した意味が
那辺にあるか，文学的効果のほどはともかく言語的には不可解である。但し，最後の例の「莫有趣味?」
はかならず台湾語の Bô chhù-bī?（面白い？）でなければならず，中国語「沒有」と読むのは苦しい。 
 
３）国台両読可能なもの 
我恨自己莫用到這款(美人圖 p.62) 
可是你年歲還莫到啊？（素蘭要出嫁 p.75） 
唉！說也莫用（永遠不再 p.143） 
莫用這款少年，我用誰去？（素蘭要出嫁 p.81） 
自家兄弟莫看顧，倒看顧莫相干的人（寂寞紅 p.77） 
某娶兩個囁,不是一個囁,莫內行嗎卜立專門！（素蘭小姐要出嫁 p.54） 
央你買的苦茶油怎還莫見帶來？（香格里拉 p.179） 
還莫討論出個結論來，就有觀眾噓過來：吵啥咪曉?（素蘭小姐要出嫁 p.44） 
 以上のような「莫」字句は「国語」なら「不」と「沒有」の両方に転換可能で，文脈からは判断し
なければならない。しかし，台湾語ならかならず bô または bōe で読む。 
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７．結語 
 
 王禎和作品は「国語」によって書かれているが，その文体はどう見ても華麗とは言い難い。実際の
ところ，大量の「莫」字句の導入も一般の読者から見れば迷惑な話である。ただ，国，台どちらで読
んでも理解できるようになっているのは作家の巧妙な仕掛けである。そのような仕掛けはなぜ可能で
あったのか。どういう読者を想定していたのであろうか。王作品は数十年来の台湾言語の変化を写し
ていると筆者は見る。とはいうものの，文体の度を過ぎた言語の混合は読者を戸惑わせる。それが，
黄春明作品などの読みやすさとの違いであろう。王禎和の文学は一種の言語「実験」だったらしい。
その奮闘努力が成功したのかどうか，王作品のあまり良い読者ではない筆者は判断できない。（20） 
 
 
注 
（1）「海上花列伝」式のもの。 
（2）漢字のみの表記によるもの，ローマ字のみの表記によるもの，「漢羅」とよばれて漢字とローマ字を混ぜ書
きにするもの等がある。「台語文学」と呼ばれて一般の台湾文学から区別されることが多い。 
（3）Tsao, F.F.（曹逢甫）1999.“The language planning situation in Taiwan.”Journal of Multilingual and 
Multicultural Development vol. 21. 
（4）昔、北京師大の愈敏教授が 45 年に渡台して国語教育に当たった経験を語られていたのを思い出す。台北の
街中が閩南語でなければ日本語で、国語が全く通用しなかったことを感慨深げに語られた。 
（5）戦後第１世代作家の鍾肇政氏に直接伺ったことがある。 
（6）洪惟仁；1992，台湾語言危機，前衛出版社。洪惟仁；1992，台湾方言之旅，前衛出版社。 
（7）半巻舌などといわれ巻舌の程度が浅い発音から，完全な舌尖音化した発音までかなりばらつきがある。 
（8）「藍青官話」などと呼ばれる非標準的官話のこと。 
（9）それぞれ jīpó, qiánshŏu,bālè,tŭdòu のように中国語読みで「国語」として用いられる。 
（10「有没有＋VP.?」という形式は閩南語由来のものではない。閩南語では「hit-pún chu lí ū khòan-liáu bô?の
ように「有 VP.無?」の形式を取る。 
（11）山口守；2001，「鹿港からきた男」解題，国書刊行会。 
（12）池上貞子；2002，王禎和と小津映画そして KIJIMA のことなど，「文学空間」No.9 所収。 
（13）葉石濤;1987，台湾文学史綱，p.128，文学界雑誌社。 
（14）王禎和作品の文学的技巧を分析した学術論文は，管見の限り， 
蔡碧華 1987 從社會語言學觀點剖析王禎和的小說“玫瑰玫瑰我愛你” 輔仁大學語言所 
李宜靜 1993 王禎和小說研究 東吳大學中文所 
劉玟伶 1996 王禎和作品論：小說、劇本與影評 清華大學中文系 
呂文翠 1997 狎昵故鄉-王禎和小說研究 淡江大學中文系 
林增益 2003 王禎和小說創作風格析論 南華大學文學所 
陳宜伶 2006 王禎和小說人物形象析論 屏東教育大學中文系 
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など修士論文で，モノグラフはほとんど見ていない。但し，文芸雑誌，新聞に載った作品評などは数多ある。 
（15）60 年代，『鬼，北風，人』，『夏日』などの習作期の作品では台湾語語彙はあまり使用されていないが，1963
年『寂寞紅』以後は急激に増え，以降，晩年まで大量に用いられた。 
（16）Yuen Ren Chao 1968 A grammar of spoken Chinese, p.253, Unicersity of California Press, 
（17）その他，王小説にはいわゆる「欧化語法」や「倒装句」が頻繁に用いられたり，台湾語のことわざが意味
ありげに挿入されたりするが，議論に直接関係ないので割愛する。 
（18）但し，現代中国語の中で「莫非」,「莫如」,「莫名奇妙」のような，文語から降りて来て口語中国語として
も普通に使われるような慣用句は除く。「莫」字句が見出せなかった作品は小説では『夏日』，『快楽人』，『月
蝕』３編のみ。『鬼，北風，人』は１例のみ，シナリオでは『聖夜』，『春姨』の２編は見られず,『望你早歸』，
『嫁粧一牛車』，『小林來台北』の３編は未見。 
（19）このような「莫」が現代中国語あるいは閩南語にのみ由来するかどうかは実は分からない。王禎和は漢語
文語にも深い教養をもっていたはずであり，明清期の白話小説の大きな影響を受けているので，それらの用
法を故意に導入している可能性も否定出来ない。中古中国語でも近代中国語でも「莫」は多様なニュアンス
の否定，禁止に用いられてきたことが知られている（牛島徳次『漢語文法論中古編』昭和 46，大修館，にお
ける『世説新語』の用例，太田辰夫『中国語史通考』1988，白帝社，における『祖堂集』，『児女英雄伝』の
用例などを参照）。また，閩南語以外の方言でも，字源を「莫」とする否定詞が広く存在する（現代漢語大詞
典 2002，江蘇教育出版社）。 
（20）台湾語否定辞漢字表記として「莫」字を使う伝統は，福建閩南語に遡れば，大変古い。順治本『茘枝記』
などを見ると， 
  新磨的鏡光滑,你莫得無細膩,抱去打破累我. 
などと出る。但し，この「莫」は bόh と発音され，現在でも kah i bόh（彼に構うな）のように使われる。 
また，「歌仔冊」でも， 
 袂曉收脚顧體面,到時龜蓋眾人掀,愛情怎好莫相騙,汝是孔明阮是仙(『蕊翠新歌』,大正７年)のように, 
日本時代の台湾語漢字表記でも， 
  莫笑他人老,終須還到我（『台湾俚諺集覧』大正３年） 
のように使われていた。果たして現代作家王禎和が台湾語のこのような伝統を顧慮したかどうか。 
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参照作品 
篇名 原刊時期 初出 採用作品集 
鬼、北風、人 1961.2 現代文學第 7 期 遠景《嫁粧一牛車》 
夏日 1961.7 現代文學第 9 期 晨鐘《三春記》 
寂寞紅 1963.5 作品雜誌第 4 卷第 5 期 洪範《三春記》 
快樂的人 1964.1 現代文學第 20 期 遠景《嫁粧一牛車》 
來春姨悲秋 1966.1 文學季刊第 2 期 遠景《嫁粧一牛車》 
嫁粧一牛車 1967.3 文學季刊第 3 期 遠景《嫁粧一牛車》 
五月十三節 1967.1 文學季刊第 5 期 遠景《嫁粧一牛車》 
三春記 1968.8 文學季刊第 7 期 洪範《三春記》 
永遠不再 1969.2 文學季刊第 9 期 遠景《嫁粧一牛車》 
那一年冬天 1969.9 幼獅文藝 189 期 遠景《嫁粧一牛車》 
月蝕 1970.2 文學季刊第 10 期 晨鐘《三春記》 
兩隻老虎 1971.12 幼獅文藝 216 期 遠景《嫁粧一牛車》 
小林來台北 1973.1 文學季刊復刊第 2 期 遠景《嫁粧一牛車》 
伊會唸咒 1974.5 中外文學第 3 卷第 4 期 洪範《三春記》 
素蘭要出嫁 1976.5 聯合報副刊 洪範《香格里拉》 
香格里拉 1979.8 中國時報副刊 洪範《香格里拉》 
美人圖 1981.2 中國時報副刊 洪範《美人圖》 
老鼠捧茶請人客 1983.4 文季第 1 期 聯合文學《人生歌王》 
玫瑰玫瑰我愛你 1984.2 聯合報副刊 洪範《玫瑰玫瑰我愛你》 
素蘭小姐要出嫁 1985.12 聯合報副刊 聯合文學《人生歌王》 
人生歌王 1986.8 聯合報副刊 聯合文學《人生歌王》 
兩地相思 1987.6 聯合文學 聯合文學《兩地相思》 
聖夜 1963.6 未發表 聯合文學《大車拚》 
春姨 1971.9 幼獅文藝 213 期 晨鐘《三春記》 
望你早歸 1973.8 文季 1 期 未見 
嫁粧一牛車 1984.3 文季 1 卷 6 期 未見 
小林來台北 1985.5 聯合文學 18 期 未見 
人生歌王 1986.12.2-1987.1.1 自立晚報副刊 聯合文學《人生歌王》 
大車拚 1990.9.4-1990.10.11 聯合報副刊 聯合文學《大車拚》 
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